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【図】 穀物の収穫面積、単収等の推移

（予測値）

天候が平年並みに
推移した場合の予測

Ⅰ-６ 穀物の収穫面積が横ばいの中、単収の伸び率は鈍化

（実績値）

2.78%

1.42t/ha 1.82t/ha
単収の年
平均伸び
率（幾何
平均）

2.22t/ha 2.63t/ha 2.99t/ha 3.54t/ha

1.90% 2.18% 1.30% 1.50%

１ 生産量の増加は、これまで単収の向上に支えられてきたが、近年、単収の伸び率は鈍化。
２ 長期的には、単収は遺伝子組換え作物導入などで一定の伸びが期待されているが、地球温暖化、水資
源の制約、土壌劣化などが不安要素。

資料：USDA「PS&D(2014.8)」、国連「World Population  Prospects：The 2012 Revision」、農林水産政策研究所「2022年における世界の食料需給見通し」により農林水産省で作成。

注：グラフの数値は、2013年までは実績値、2014年は見通し、2015年から2022年までは予測値。単収の年平均伸び率の(   )は2022年を除き、3年平均単収である。
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【図】 穀物の収穫面積、単収等の推移

（予測値）

天候が平年並みに
推移した場合の予測

Ⅰ-６ 穀物の収穫面積が横ばいの中、単収の伸び率は鈍化

（実績値）

2.78%

1.42t/ha 1.82t/ha
単収の年
平均伸び
率（幾何
平均）

2.22t/ha 2.63t/ha 2.99t/ha 3.54t/ha

1.90% 2.18% 1.30% 1.50%

１ 生産量の増加は、これまで単収の向上に支えられてきたが、近年、単収の伸び率は鈍化。
２ 長期的には、単収は遺伝子組換え作物導入などで一定の伸びが期待されているが、地球温暖化、水資
源の制約、土壌劣化などが不安要素。

資料：USDA「PS&D(2014.8)」、国連「World Population  Prospects：The 2012 Revision」、農林水産政策研究所「2022年における世界の食料需給見通し」により農林水産省で作成。

注：グラフの数値は、2013年までは実績値、2014年は見通し、2015年から2022年までは予測値。単収の年平均伸び率の(   )は2022年を除き、3年平均単収である。
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